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楠・荒田町遺跡は、昭和 55年に地下鉄の工

事に先だ、って行われた発掘調査によって見つか

った遺跡です。これまでの調査によって、縄文

時代後期、晩期、弥生時代前期、中期、古墳時

代、平安時代から鎌倉時代の生活の痕跡がたく

さん見つかっています。

特に平安時代後半については、北にある祇園

遺跡、雪御所遺跡、南の大輪閏泊ともに平氏一

族による 「福原京J関連の遺跡として注目され

てきました。また、すぐ南には、古代山陽道が、

港との聞を東西に貫いており、交通の要所であ

り、日宋貿易の拠点で、あったことが、うかがえ

ます。
司・

今回の調査は、神戸大学附属病院の施設建設

に伴い、約 600rrfの範囲で実施しています。

これまでに、平安時代末頃の東西方向の 2本

の壕と江戸時代末頃の 2本の溝が見つかってい

ます。北側の壕は最大幅 3m、深さ約 2mの断面

V字形の薬研壕で、南の壕は、最大幅 2.1m、深

さ1.8mの断面U字形の箱壕です。東側の調査で

これまでに約 39m確認されていましたが、今回

の発見により、総延長は約 65mにおよぶことが

わかりました。これらの壕は、土地を区画する

地割りや防御の役割を果たしていたと考えられ

ます。その南側で並行する江戸時代の溝は、こ

のような地割りが、後世にも影響していたこと

を示しています。
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